
（別紙３）

～ 令和8年9月30日

（対象者数） 22 （回答者数）
19

～ 令和8年9月30日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門性を高めていけるよう研修の開催、さらに共

有をさらに深めていき、様々な角度からの療育に

繋げていく。

2

こどもたちが主体的に動けるプログラム作りや、

こどもたちで解決できるようさらなる働きかけを

行う。

3

新しいアイディアを各々のスタッフが出し合い色

んな体験につなげていけるように工夫していきた

い。公園など天気に左右されやすい場所では、館

内の代替え案も考慮していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
個別の対応やイレギュラー対応のシュミレーショ

ンを行い、動きを明確に協議をしていく。

2
こどもたち自らおもちゃを片付けられるよう、導

線や量など見直しを行い環境を整えていく。

3

専門的療育の充実

ミーティングにて専門的な支援の内容を共有し、ど

のスタッフが関わっても、療育の質を高めていける

ような環境作りをしている。

集団活動を通じた周りとのコミュニケーションの獲

得

集団遊びを通して、ルールの理解や友達との関わり

方を学ぶ機会を提供し、成功体験を積み自己肯定感

の形成の促進している。

休業日等での活動内容の発案

様々なアイディアを出して活動計画を練り、新規開

拓にも力を入れ、活動の場を広げる工夫をしてい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別対応が必要な児童に対する職員の連携

個別の対応が必要な児童に対するスタッフの固定化

や、その時のスタッフが変わるためイレギュラー対

応の体制に課題があるように感じる。

生活空間・環境の整備

カテゴリー別でおもちゃを収納しているが、正しい

置き方の浸透に不足があるように感じる。配置の見

直しを検討していきたい。

令和8年9月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年10月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスPocket

○保護者評価実施期間
令和8年9月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


